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武蔵野教育學論集執筆要項
2013 年 10 月 10 日制定
2016 年   7 月 14 日改正
2019 年   7 月 11 日改正

１　内容
（1）教育及び教職研究に関する学術論文
（2）教育学部所属教員の専門に関する学術論文
（3）その他、編集委員会が認めたもの

２　投稿資格
　　学術論文または制作ノートに投稿できる者は、以下の者とする。
（1）教育学研究所研究員及び客員研究員
（2）教育学部専任教員
（3）（1）または、（2）を含む共同研究の場合は、他所属の研究者の執筆も可
（4）教育学研究所から依頼した者
（5）大学院生
（6）その他、編集委員会が認めた者

３　倫理規定
執筆に際しては他人の著作権の侵害、名誉毀損、データの捏造、人権の侵害等の問題を生じ
ないように充分に配慮しなければならない。倫理的な配慮が必要とされる学術論文等について
は、投稿者が所属する機関等の「倫理審査委員会」で承認を得たものに限り、学術論文等の中
において、その旨を明記しなければならない。なお、万一掲載された執筆内容が他者の著作権
を侵害したと認められた場合、投稿者がその一切の責任を負うものとする。

４　公開
　印刷冊子、および、武蔵野大学のホームページ上等で電子データとして公開する。

５　投稿方法
（1）投稿を希望する者は、指定された期日までに所定の「武蔵野教育學論集投稿申込書」を提

出しなければならない。
（2）原稿は、指定された期日までに所定の書式で作成した完成原稿（紙面に打ち出したもの）

とそのデータを提出しなければならない。
（3）写真や図表は鮮明なものを使用し、完成原稿中にその位置を明示すること。

６　投稿規定
A　学術論文
（1）原稿は未発表のものに限る。
（2）原稿は１人１編に限る。但し、共同研究に関しては、編集委員会で審議する。
（3）原稿は、横書き及び縦書き両方可とし、題目に英訳を併記すること。
（4）同号の制作ノートを投稿した者は、原則として、学術論文を投稿することはできない。
（5）字数等
　　①字数
　　　　16,000 字（注、図表、写真、その他、を含む）以内を原則とする。
　　　＊横書きの書式は、１ページ 43 字× 38 行とする。
　　　＊縦書きの書式は、１ページ 30 字× 25 行の２段組とする。
　　　＊図表、写真は適宜文字数に換算する。
　　　＊図表、写真などが多いため他の原稿と比べて著しく費用がかかる場合、編集委員会は執

　　　　筆者に負担を求めることが出来る。
　　②用語及び文体等
　　　　現代仮名遣いを原則とする。外国語を仮名書きにする場合は、カタカナとする。
　　③引用

引用や文献の参照については、細かく引用符や注を付け、剽窃を疑われないように細心の
注意を払い、文献一覧のみではなく、引用・参照ページ等を特定できるようにしなければなら
ない。引用書式については、個々の専門分野の学会誌などで使われているものに従う。

　　④見出し
＊横書きの場合、見出しに章や節は使用せず、番号をつける場合は、アラビア数字（１、２、３等）
かローマ数字（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ等）を使用する。

＊縦書きの場合、見出しに章や節は使用せず、番号をつける場合は、漢数字（一、二、三等）
を使用することを原則とする。

　　⑤注
＊横書きの場合、注番号は１, ２, ３等の上付きとする。
　例：【正】●●●●１。
＊縦書きの場合、注番号は１, ２, ３等の数字をその該当部分（右横）にカッコをつけて記載する。
＊注は必要最小限にとどめ、多くならないようにする。

（6）校正
原稿は完成原稿を提出するものとし、校正段階では最小限の字句の訂正にとどめるものと
する。校正は原則として執筆者が行い、校正済みの原稿は、編集委員会が指定した期日ま
でに必ず返却しなければならない。

B　制作ノート
（1）研究作品写真を用いた制作ノートを投稿することができる。
（2）研究作品は、原則として、その年度内に制作（展覧会等での発表を含む）したものとする。
（3）同号の学術論文を投稿した者は、原則として、制作ノートを投稿することはできない。
（4）研究作品の題名・制作年などを記し、鮮明な画像（写真又はデータ）を提出するものとする。
（5）頁数等
　　①頁数
　　　２頁（解説本文、研究作品写真、その他を含む）以内を原則とする。
　　②その他
　　　A　学術論文（5）②から⑤に準ずる。
（6）校正
　　A　学術論文（6）に準ずる。

７　掲載の採否・順序等
（1）掲載の採否は、編集委員会が決定する。
（2）編集委員会は、原稿の書き直しを求めることが出来る。
（3）掲載順序などの編集は編集委員会が行う。
（4）査読規定については、別に定める。
（5）執筆者には、紀要 5 部、別刷 20 部を無償で配布する。共同研究の場合も各執筆者に別刷 

20 部ずつを無償で配布することを原則とする。それ以上の部数を希望する場合は、必要部
数をあらかじめ編集委員会に申し込まなければならない。その場合、超過部数に関わる費
用は執筆者の負担とする。

８　その他
　　その他の事項については、編集委員会で決定する。

たが、２月くらいになるとチョキができるようになった。チョキができると両手で「かたつむり」
を形作ることができるようになる。
③「床にごろごろ」は、「筋肉の緊張と弛緩」により、音楽の特徴を感じることに気づく動きである。
虫になったつもりで、バタバタ（緊張）したり、パターンと力を抜いたり（弛緩）することが
強弱やテンポの変化にも気づく一つの要素になる。園児は虫のつもりで動いて、徐々に身体の
緊張と弛緩ができるようになってきた。
④「手をたたきましょう」や「むすんでひらいて」は、日頃親しんでいる歌のため、リズムも身
についているようで、すぐに手でリズムを感じとることができた。
⑤園児の顔の表情を表出してもらうために、「にらめっこ」をしたり、「手をたたきましょう」の
歌の中で、「怒る顔」、「泣いた顔」、「悲しい顔」、「笑った顔」を演じてもらった。上手にでき
たと思った園児は、そばに来て見せてくれることがあった。
⑥「わらべうた」をところどころに入れたが、歩いたり走ったりなどの動き回った後に入れると、
園児は気持ちも落ち着き、わらべうたをよく聴いていた。「一匹の野ネズミ」の手遊びにおいて、
ねずみの折り紙を使いながら、ねずみ同士で仲良くする様子を他の園児や先生と一緒に表現し
ていた。
⑦「電車ごっこ」で後ろに下がる動きをする場面では、先生方と子どもがつながり、一緒に前進
や後退する動きを感じ取っている様子であった。これは、模倣からの学びがあったと考えられ
る。
⑧「きらきらぼし」は園児が慣れ親しんでいる曲のため、高い音に変えて速くピアノを弾く、又
は低い音でどっしりと弾くと、リズムに合わせて歩みを変化させてリズムを感じ取るような動
きをしていた。「きらきら光る…」という歌詞のため、両手できらきら光る動きを見せること
もあった。
このように、実践ではリトミックの様々な要素を取り込んだ内容を実践した。上述した事例か
ら、同じ曲を使って繰り返すことで、園児はリズムに合わせた動きができるようになる姿を見せ
た。また、曲の強弱やテンポを変化させ、発展させることで、園児たちの表現をさらに引き出す
ことにつながる可能性があることもわかった。

７．リトミック活動における子どもの模倣の発達変化
ここでは、月 1回行なったリトミック活動の観察から、模倣の発達的変化の結果（小林・今福 , 
2020）を報告し、リトミック活動の発達への影響について検討した。本論文で注目した模倣行動
にはヒトの発達において 2 つの役割があるとされる。1 つ目は、言葉や物の使い方などを学習す
るための役割であり、2 つ目は、模倣を通じて他者との親密性を促すという役割である。模倣は、
私たちが社会生活を行う上で欠かせない社会的認知能力であるといえる（Over & Carpenter, 
2012）。
小林・今福（2020）では、毎回のリトミック活動で実施した「きらきら星」で、子ども 1 人 1
人が保育者の動きを模倣しているかを、参加者が多かった 5 時点（2019 年 9 月、10 月、12 月、
2020 年 1 月、2 月）で分析し、縦断的に検討した。この 5 時点の活動場面の映像データを分析対
象とし、動画の 5 秒間に保育者の動きの模倣が見られれば 1 点、見られなければ 0 点として、模

はじめに
ヒトの発達を踏まえて保育・教育することは、幼児教育を実践する上で欠かせない。そのためには、
実践の場での子どもの発達や行動を検証し、エビデンスに基づく教育内容を構築することが必要で
あろう。
2017 年度に改定された、保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育
要領においては、幼児期の終わりまでに「10の姿」を育むことが方向目標として提唱されている（厚
生労働省 , 2017; 文部科学省 , 2017; 文部科学省・厚生労働省 , 2017）。かつての幼児教育は就学準備
を目的とする内容が多かった。しかし現在は、日本においても「社会における子育て （ソーシャル
ぺダゴジー）」という生涯教育の基礎作りを目的とした幼児教育に立ち返り、乳幼児期の遊びを通
して、子どもを主体的、共同的な学びに導くという考えが主流になっている。保育者は子どもたち
の発達段階や個性・特性を把握しつつ、個々の子どもたちに合った援助が求められる。

１．音楽とリズムについて
私たちは旧石器時代から音楽と共に生活をしてきた。例えば、ドイツ南西部のホーレ・フェル
スの遺跡では、3 万 5000 年以上前の動物の牙や骨で作られたフルートが発掘されている
（Conard, Malina, & Munzel, 2009）。
人間は、胎児期から聴覚が発達し始め、妊娠 30 週のころから音声を聞き分けができる。つまり、
赤ちゃんは、生まれながらにして聴覚能力を獲得していることになる。ダーウィンの『人間の由来』
では、音楽は動物の求愛などの種の生存に関わり、人間のコミュニケーションの媒体である言語
の起源であると記されている（Darwin, 1871）。個体発生的・系統発生的な観点から考えて、音楽
がコミュニケーションを促進するものとして子どもの成長を助けていると考えられる。
また、音楽の 3要素の一つである「リズム」は、色々なところに存在するものであるとされており、
地球の自転にも関与しているとしている（小西・志村・今川・酒井 , 2016）。リズムは私たちの身

体にも内在しており、リズム同士が同期することがわかっている。例えば、音楽の周期性のある
拍子やリズムを整えるために使用するメトロノームも同期することがある。メトロノーム 2 台を
同じタイミングで鳴らし始めると２つのリズムはずれていき、しばらくするとまた合うようにな
る。このように２つのリズムは同期と非同期を繰り返すのである。
同期現象は人間同士でも起こる。演奏会後の拍手が最初は同期していなくても、徐々に同期し
てくる。この中で、他者との一体感や共感する気持ちの高揚にもつながる。音楽は、リズムを介
して他者と身体・心を通わせる役割を持つ。

２．子どもへの音楽活動
エミール・ジャック＝ダルクローズは、「リトミック」という教育システムを確立し、世界中
に広めたリズムの教育家である。彼のリトミック論文集『リズムと音楽と教育』の序章に、「和
声を学ぶ学習の前に聴く力を伸ばす訓練をした時に、幼い子どもたちは、きわめて自発的に聴く
力が現れ、ごく自然に分析的理解につながっていくことに気づいた。すべての新しい感覚が子ど
もの心をとらえ、喜びに満ちた好奇心が子どもを生き生きさせる時期に迅速に発達する。」と記
している（エミール・ジャック=ダルクローズ , 2003）。
先述したように音楽の聴き分けは胎児期から有しており、音の高さ（特に高い周波数の音）や
リズムを聞き取る力は、生後 6 か月ほどで備わる。したがって、音楽やリズムを用いるリトミッ
ク活動によって、幼いころより聴く力を育てることが可能であると考えられる。加えて、音楽を
身体全体で受け止め、リズムを感じとる力を育てることで、遊び歌や子守唄に対する好みを形成
し、音楽を記憶して耳を傾けることにもつながる（小西ら , 2016）。

３．かかわり合いの中からの学びと育ち
子どもと養育者などの身近にいる人との間に取られるコミュニケーションは音楽的であると、
発達心理学者のマロックとトレヴァーセンは一連の研究から提唱している。普段の生活の中で、
子どもたちは身近にいる人と行動を同期させることを通じて、コミュニケーションする中で気持
ちや情報を共有する。
また、子どもは他者とのかかわり合いの中で、模倣を通じて道具の使い方や言語などを学ぶ。
さらに、模倣は他者との親和性を向上させる役割をもつ（Over & Carpenter, 2013）。リトミック
活動では、音楽を身体で感じて表現すると共に、子ども同士、又は子どもと保育者の間で模倣を
通じたコミュニケーションが行われている可能性がある。リトミック活動を通じた模倣によるコ
ミュニケーションは、リズムを聴く力を育むと共に、それを楽しみ、他者の気持ちに気づく経験
になると考えられる。

４．本論文の目的と方法
ここまで述べてきたことから、子どもが同じ音楽（リズム）で行うリトミック活動は、様々な
能力の発達に関与することが想定される。現在の幼児教育では、リトミック活動を取り入れてい
る保育所や幼稚園もある一方で、リトミック活動は子どもの発達にどのような影響を及ぼすのか
については明らかでない部分が多い。

このような背景から、本論文ではリトミック活動を実践し、リトミック活動が子どもたちの心
身の発達に及ぼす影響について、リトミック活動中の子どもたちの様子を観察して分析した事例
を報告した。具体的には、保育園で 1、2 歳児を対象に実践したリトミック活動から、子どもた
ちが音楽的要素をどのように感じて表現しているか、そして心身の発達へどのように影響がある
かを、模倣の分析を通して検討した。最後に、リトミック活動の実践を子どもの発達の観点から
考察し、幼児教育におけるリトミック活動の役割について再考した。
武蔵野大学キャンパス内にある慈光保育園の 1 歳児 6 名と 2 歳児 6 名の併せて 12 名を対象に、
月1回（各回 30 分）のリトミック活動を行ない、園児たちの活動の様子をビデオカメラにより記
録し検討した。さらに、保育園の先生、本学科の教員との活動の振り返りを行なうことにより、
園児たちのリトミック活動について検討した。

５．慈光保育園でのリトミック活動の報告
2019 年 7 月より、慈光保育園の園児に月 1 回のリズム遊びの指導に赴いて指導した実践につい
て、実施日、リトミック活動内容、子どもたちの様子と保育者の動きの観点から報告する（表 1）。

見られる等、子どもの主体的な姿が観察され、月を追うごとに保育の広がりが確認された。もう
一つの事例では、リトミック活動への参加が少なかった園児が、リトミックの際に指導者が使う
ピアノに興味を持ち、活動中に一緒に鍵盤を触り、リズムよく鍵盤をたたく様子が見られた。こ
の事例では、園児がリトミック活動の内容を身体で感じ、自分なりの方法で指導者に伝え、コミュ
ニケーションにつなげている。園児にとっては、勇気のいる行動であったであろう。
保育・幼児教育において、リトミック活動を通じた子どもの成長・発達が見られることほど喜
ばしいことはない。今後も、エビデンスに基づく効果検証により、子どもたちの成長・発達に寄
り添える活動を進めていきたい。

謝辞
　慈光保育園の先生方、園児の皆さんには、このリトミック活動にご参加いただき心より御礼申し上げます。
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倣行動の割合を評価した。
リトミック活動における乳幼児の
模倣の縦断的変化を分析した結果を
図 1 に示す。分析の結果、5 時点で
模倣行動に違いがみられ、模倣行動
は 9 月より 2 月で多く、11 月より 2
月で多く、1 月より 2 月で多くなっ
た。このことから、リトミック活動
を繰り返し行う中で、子どもたちは
きらきら星の音楽に合わせた保育者
の動きを観察し、自分の身体でその
動きを模倣するようになることが明
らかになった。
　　

８．今後の子どもたちへの音楽活動の課題
リトミックは、「表現したい」という気持ちを育てる音楽教育である。音楽によって自己実現
を果たすことができ、表現したいという気持ちを満たすことができる。そして、成長の過程でセ
ンスも身につけることができる。例えば、集中力や注意力、人とのコミュニケーション力、均衡、
運動の整合、想像性、感受性、リラックスなどの感覚などである。
子どものリトミック活動に取り組む際には、その目標として次の 3 点の内容を理解し、取り組
まなければならない（神原 , 2013）。
①筋肉の緊張と弛緩でダイナミクス、テンポの違いを感じとること。
②動きの中でリズムを理解すること。
③からだを楽器として調和を味わうこと。
これらの内容を今までの活動の中に取り入れてきたが、まだまだ改善の余地がある。1 回 30 分
のリトミック活動の中で、3 点の内容を実施し組み立てを見直すことも必要であると考える。同
時に、ダイナミックに変化する活動の中で、子どもがいかにリズムを理解し、リズムに合わせて
身体を動かしているかを発達的観点から理解することで、より良い教育実践につながると考える。

９．まとめ
本論文でのリトミック活動は、保育者と子どもが自然とかかわる中で実践された事例報告で
あった。その結果、リトミック活動の中で子どもはリズムに合わせて動くようになり、他者を模
倣するようになることがわかった。また、本実践では、保育士の先生と園児に対して制約を設け
ることはしなかった。先生方は普段の保育活動の中にリトミックを取り入れたいという思いがあ
り、子どもたちの活動を外から見守るのではなく、一緒に体験することを希望した。
本実践を通して、1、2 歳児において、日頃親しんでいる子どもの歌やわらべうたをリトミック
の活動内容に取り入れることで、子どもの発達にも効果的である可能性が示唆された。さらに、
日頃の保育活動の事例において、子どもからリトミック活動で行った歌を歌いたいという発言が

武蔵野教育学論集　第 10 号 保育園におけるリトミック活動の実践と１，２歳児の模倣行動の発達的変化の検討（高牧・今福）

６．リトミック活動から見る子どもの変化の事例
リトミック活動をしている 1、2歳児の園児の反応の変化は、以下のとおりである。
①最初の「ごあいさつ」で、人見知りする園児が多かったが、元気にごあいさつする園児がいる
と次の園児がつられて元気な返事をすることもあった。この年代のお子さんは、人見知りはあっ
ても、わざと返事をしない等の大人びた行動は少ないと思われる。
②手のグーとパーの動きは、1、2歳児さんは拍子に乗って動かすことができた。４分の４拍子で、
「　、　、　、　」等のリズムにも合わせて動かすことができた。チョキは１歳児さんには難しかっ
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武蔵野教育學論集執筆要項
2013 年 10 月 10 日制定
2016 年   7 月 14 日改正
2019 年   7 月 11 日改正

１　内容
（1）教育及び教職研究に関する学術論文
（2）教育学部所属教員の専門に関する学術論文
（3）その他、編集委員会が認めたもの

２　投稿資格
　　学術論文または制作ノートに投稿できる者は、以下の者とする。
（1）教育学研究所研究員及び客員研究員
（2）教育学部専任教員
（3）（1）または、（2）を含む共同研究の場合は、他所属の研究者の執筆も可
（4）教育学研究所から依頼した者
（5）大学院生
（6）その他、編集委員会が認めた者

３　倫理規定
執筆に際しては他人の著作権の侵害、名誉毀損、データの捏造、人権の侵害等の問題を生じ
ないように充分に配慮しなければならない。倫理的な配慮が必要とされる学術論文等について
は、投稿者が所属する機関等の「倫理審査委員会」で承認を得たものに限り、学術論文等の中
において、その旨を明記しなければならない。なお、万一掲載された執筆内容が他者の著作権
を侵害したと認められた場合、投稿者がその一切の責任を負うものとする。

４　公開
　印刷冊子、および、武蔵野大学のホームページ上等で電子データとして公開する。

５　投稿方法
（1）投稿を希望する者は、指定された期日までに所定の「武蔵野教育學論集投稿申込書」を提

出しなければならない。
（2）原稿は、指定された期日までに所定の書式で作成した完成原稿（紙面に打ち出したもの）

とそのデータを提出しなければならない。
（3）写真や図表は鮮明なものを使用し、完成原稿中にその位置を明示すること。

６　投稿規定
A　学術論文
（1）原稿は未発表のものに限る。
（2）原稿は１人１編に限る。但し、共同研究に関しては、編集委員会で審議する。
（3）原稿は、横書き及び縦書き両方可とし、題目に英訳を併記すること。
（4）同号の制作ノートを投稿した者は、原則として、学術論文を投稿することはできない。
（5）字数等
　　①字数
　　　　16,000 字（注、図表、写真、その他、を含む）以内を原則とする。
　　　＊横書きの書式は、１ページ 43 字× 38 行とする。
　　　＊縦書きの書式は、１ページ 30 字× 25 行の２段組とする。
　　　＊図表、写真は適宜文字数に換算する。
　　　＊図表、写真などが多いため他の原稿と比べて著しく費用がかかる場合、編集委員会は執

　　　　筆者に負担を求めることが出来る。
　　②用語及び文体等
　　　　現代仮名遣いを原則とする。外国語を仮名書きにする場合は、カタカナとする。
　　③引用

引用や文献の参照については、細かく引用符や注を付け、剽窃を疑われないように細心の
注意を払い、文献一覧のみではなく、引用・参照ページ等を特定できるようにしなければなら
ない。引用書式については、個々の専門分野の学会誌などで使われているものに従う。

　　④見出し
＊横書きの場合、見出しに章や節は使用せず、番号をつける場合は、アラビア数字（１、２、３等）
かローマ数字（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ等）を使用する。

＊縦書きの場合、見出しに章や節は使用せず、番号をつける場合は、漢数字（一、二、三等）
を使用することを原則とする。

　　⑤注
＊横書きの場合、注番号は１, ２, ３等の上付きとする。
　例：【正】●●●●１。
＊縦書きの場合、注番号は１, ２, ３等の数字をその該当部分（右横）にカッコをつけて記載する。
＊注は必要最小限にとどめ、多くならないようにする。

（6）校正
原稿は完成原稿を提出するものとし、校正段階では最小限の字句の訂正にとどめるものと
する。校正は原則として執筆者が行い、校正済みの原稿は、編集委員会が指定した期日ま
でに必ず返却しなければならない。

B　制作ノート
（1）研究作品写真を用いた制作ノートを投稿することができる。
（2）研究作品は、原則として、その年度内に制作（展覧会等での発表を含む）したものとする。
（3）同号の学術論文を投稿した者は、原則として、制作ノートを投稿することはできない。
（4）研究作品の題名・制作年などを記し、鮮明な画像（写真又はデータ）を提出するものとする。
（5）頁数等
　　①頁数
　　　２頁（解説本文、研究作品写真、その他を含む）以内を原則とする。
　　②その他
　　　A　学術論文（5）②から⑤に準ずる。
（6）校正
　　A　学術論文（6）に準ずる。

７　掲載の採否・順序等
（1）掲載の採否は、編集委員会が決定する。
（2）編集委員会は、原稿の書き直しを求めることが出来る。
（3）掲載順序などの編集は編集委員会が行う。
（4）査読規定については、別に定める。
（5）執筆者には、紀要 5 部、別刷 20 部を無償で配布する。共同研究の場合も各執筆者に別刷 

20 部ずつを無償で配布することを原則とする。それ以上の部数を希望する場合は、必要部
数をあらかじめ編集委員会に申し込まなければならない。その場合、超過部数に関わる費
用は執筆者の負担とする。

８　その他
　　その他の事項については、編集委員会で決定する。
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＊編集後記
2020 年度は新型コロナ感染症の流行拡大によって、前期は全面的なオンライン授業と
なったが、後期になり感染者数が減少傾向を見せ始め、ようやく対面授業が一部解除と
なった。対面授業の許可に当たっては、3 密を防ぐ対策のほかに、オンラインでの授業配
信も同時に行うこととなり、オンデマンド型という新たな授業形式も始まった。また、
本学推薦入試も初めてHarutaka によるオンライン面接が導入された。
教育学部有明移転中止となった。これはコロナウイルス感染症の長期化への対応に伴
う 3 密回避により、有明キャンパスの教室が大幅に不足するとともに、対面指導を重視
する教育学部の授業実施に支障をきたすことが懸念されることから、継続的に武蔵野キャ
ンパスにおいて授業を行うことの方が良いと判断とのことである。
11月、再び感染者数増加を見せ始め、12月には東京で1日の新たな感染者数が1300人（大
晦日）、1 月 7 日には 2400 人を超え、再び 1 都 3 県に緊急事態宣言の発出となる。新型コ
ロナ退散を心から願う。
コロナ禍でお忙しい中、執筆していただきました先生方に深く感謝申し上げます。

（紀要編集委員 廣瀨・高牧）
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行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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